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1. はじめに 

 福岡市は 2013 年 5 月に推計人口が 150 万人を上ま

わった．その理由として九州各地からの安定した転

入と，東日本大震災後これまで東京を初めとする首

都圏への転出が少なくなっており，人口動態が地方

に留まる傾向がみられることも福岡県の人口増加の

一因と考えられる．また，今後も福岡市の人口は増加

することが予測され，2034 年には 160 万人に達して

ピークを迎えるとされている．1）よって今後，福岡市

の人口増加に伴う水質への影響を把握する必要があ

ると考える．福岡市の中心部を流れる室見川は福岡

市民にとって貴重な水辺空間である．しかし，その流

域はここ数十年の間に急激に都市化が進行しており，

河川を取りまく環境も大幅に変化してきている．室

見川は都市化が進行しているものの流域にはまだ田

畑が残り，川から水を取水する井堰等の水利構造物

が数多く存在している．人口増加の影響により水質

悪化の傾向にある河川の例として，大都市の衛星都

市である愛知県瀬戸市の矢田川及び地方の中核都市

である香川県高松市の詰田川等が挙げられる．2）河川

流域における環境の変化が川の水質にどのような影

響を与えているかを判断するには，同じく福岡市中

心部を流れ，室見川に比べて流域の宅地化が進行し

ている樋井川との比較を行い，経年的な水質変動を

比較・分析する必要がある．また，河川のどの部分に

問題が発生しているかを把握するためには，上流か

ら下流までの地点を同時期に連続的に観測する必要

がある．研究室では，長期にわたって室見川・樋井川

全 33 地点において水質調査を継続しており，本研究

ではこのデータを基に BOD と COD の変動傾向に関

して考察した． 
2. 目的 

公的機関においても，水質観測は実施されている

ものの各河川の代表的な 1 地点において概ね月に 1

回観測されている事例が多く，水質変動を詳細に把

握しているとは言いがたい．3）そこで本研究では以下

のことを研究の目的とする． 

1）室見川と樋井川において，同地点・時期にサンプ

リング調査を行い，データをまとめ，どのような特徴

がみられるかを考察する． 

2）室見川と樋井川において，過去 19 年間と過去 5 年

間の水質の変動を把握し，比較・解析する． 
3. 研究概要 
3.1 対象河川 

 福岡市の中心部を流れる室見川は脊振山系を源流

として，博多湾に流入する流域面積 99.1km2 ，流路

延長 16.3km の二級河川である．流域には，金屑川・

日向川・龍谷川・小笠木川・荒谷川・八丁川等の支川

を有しており，本研究では，15 地点をサンプリング

の対象とした． (図-1)．樋井川は流域面積 29.2 km2，

流路延長 12.9km の二級河川である．流域には桧原

川・駄々原川・一本松川・片江川・七隈川等の支川が

あり，本研究では 18 地点をサンプリングの対象とし

た．(図-1)． 
3.2 調査方法 

 室見川の 15 地点と樋井川の 18 地点において同地

点・時期に採水を行い，主に水質チェッカー，計測機

器などを用いて水質分析を行った．分析項目として

水温，水素イオン濃度（pH），生物学的酸素要求量

（BOD），化学的酸素要求量（COD），浮遊物質量（SS），

溶存酸素量（DO），全窒素（TN），全燐（TP），クロ

ロフィル a，電気伝導率，塩分，ケイ酸，亜硝酸性窒

素，アンモニア性窒素の項目を分析した． 
4. 研究結果および考察 

1996 年から 2013 年にかけて室見川の BOD・COD

の変動を見ると違いが見られた．BOD は 2009 年か

ら 2010 年にかけて高い値が目立つものの，年々横ば

いまたは減少傾向にあった．しかし，調査地点のうち

比較的上流の g，f 地点では上昇傾向が見られた．一

方 COD は 2008 年から 2011 年に上流の g，f，h，i 地

点で値が特に高くなっており，全地点において年々

上昇傾向にあった．（図-2）．次に 2009 年から 2013 年

にかけて樋井川の水質変動を見ると，BOD・COD ど

ちらも減少傾向にあった．BOD の値は 2010 年の 1 月

に C，E，F，I，L 地点で高い値を示している．また，

2013 年に L 地点で高くなっていることから，L 地点

図-1 調査地点 



より上流側で行われた掘削工事が影響しているので

はないかと考えられる．室見川の BOD/COD 比を見

ると減少していることがわかる．2007 年から BOD の

値よりも COD の値が高くなったため年々減少傾向

になることがわかる．（図-4）．樋井川の BOD/COD 比

を見るとほぼ横ばいであり，BOD と COD の減少量

が等しいことが考えられる．（図-5）．これらの結果を

導き出す要因としては，室見川と樋井川流域の土地

利用の違いが考えられる．室見川流域は都市化が進

行しているものの上流側には田畑が残っており，樋

井川流域は流域のほとんどが宅地化されている．よ

って下水道普及にも差がみられる．表-1 は行政区別

下水道整備状況を示している．これによると，それぞ

れの河川が流れる早良区，城南区の行政区域面積のう

ち人口集中地区を表す市街地 DID の面積割合は約

20％と約 77％で都市化に差があることがわかる．面

積普及率を見ても，樋井川は下水道整備が普及して

いるが，室見川は下水道整備が計画されていない地

域が存在するため，川に生活排水が流れている可能

性がある．5）(表-1)．また，上流域の田畑からも少な

からず COD 物質が流れている可能性がある．流域の

自然度が高い球磨川においても，BOD・COD 値とも

に減少しているものの 1999 年から BOD よりも COD

値の方が高くなっている．6）次に考えられる要因とし

て，室見川には井堰等の水利構造物が多く存在して

いるため，水の滞留時間が長くなることが考えられ

る．易分解性有機物は流下途中で分解される一方で，

難分解性有機物が下流になるにつれて蓄積されCOD

値の増加につながっている可能性がある．  
5. まとめ 
 室見川と樋井川の水質変動を比較すると，樋井川

の水質が改善傾向にあることがわかる．2013 年樋井

川下流での BOD の高い値は，河川改修事の工事より

も下流で見られるため，工事の影響を受けているこ

とが示唆される．今後，難分解性溶存有機物の水環境

への影響が評価され，それに同様に基づく水質目標

値が示されるまではかなりの期間を要すると考えら

れる 7）ため，室見川において COD 値が高くなってい

る現象に関する考察を更に深めていく必要があると

考えられる． 
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図-2 室見川 1996-2013 BOD と COD の推移（i 地点） 

図-3 樋井川 1994-2013 BOD と COD の推移（I 地点） 

図-5 樋井川 2009-2013 BOD/COD 比の経年変化（I 地点） 

図-4 室見川 1994-2013 BOD/COD 比の経年変化（i 地点） 

表-1 行政区別下水道整備状況 
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